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　農協信用事業動向調査（以下「動向調査」）

は，全国の資金観測農協の協力を得て，年

２回実施しているアンケート調査である。

　このほど，平成13年度第１回調査結果（６

月実施）のとりまとめを行ったので，その概

要を紹介する。今回の調査では，農協貯金

と他金融機関等との間の資金流出入，農協

利用者のリスク商品の利用状況，農協に対

する金融資産運用等の問い合わせ・相談，

自己住宅資金について利用者の金利意識と

借り換えをとりあげた。

　

　

　

　動向調査の対象となった農協は，平成13

年６月現在で，全国の信用事業を営む農協

から地域別組合数等を勘案して選ばれた

429農協である。今回の調査では，そのうち

の398農協（集計対象農協）から回答が得ら

れ，集計率は92.8％であった。

　集計農協の１組合当たり平均の貯金残

高，貸出金残高は，ともに全農協平均の1.7

倍，また金銭の信託・有価証券残高は1.9倍

となっており，集計農協は，やや規模の大

きな農協が多い。そのため，集計農協が全

農協に占める割合は，農協数では31.3％で

あるが，貯金残高では52.8％と半分を占め

ている。

　一方，貯金残高，貸出金残高の伸び率を

比較すると，おおまかな資金動向をみる際

の代表性はあるものと考えられる。全国農

協の12年９月と13年３月の前年比増減率

は，貯金が2.2％，2.6％，貸出金が0.7％，

△0.4％であるのに対し，本調査結果は貯金

が2.4％，3.2％，貸出金が1.2％，0.7％で

あり，水準に差はあるが，伸び率の動きは

同様の傾向を示している（第１表）。
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１．対象農協の概要

第1表　集計農協と全農協との比較
　　　　　　　　　　　　―13年３月末―

（単位　百万円，％）

１農協当たり残高 （Ａ）

（Ｂ）
（倍）

前年比増減率

貯金
貸出金

集計農協
（Ａ）

98,524
29,098

全農協
（Ｂ）

56,723
17,315

1.7
1.7

12年９月末

集計農協

2.4
1.2

全農協

2.2
0.7

13.３

集計農協

3.2
0.7

全農協

2.6
△0.4

貯貸率 29.5 30.5



      

　

　

　

　

　12，13年度は，高金利時に預け入れられ

た郵貯の定額貯金が大量に満期到来し，金

融機関の間ではその行方に注目が集まっ

た。満期金の約７割は，再び郵貯に預け入

れられたと伝えられているが，農協への流

入状況はどのようであったのだろうか。

　動向調査では，平成７年以来，数回にわ

たり，農協貯金と他業態等貯蓄商品との資

金流出入の状況に関して調査を行ってい

る。今回の調査では，「農協貯金への流入が

めだつ」と回答する農協の割合が10.1％を

占め，かつてない高水準となった。また，

「農協貯金への流入が若干ある」と回答する

割合も37.4％と，これまでよりも高い割合

を占めた。両回答をあわせると，47.5％の

農協が，他業態等の貯蓄商品から農協貯金

へ資金が流入したと回答した。一方，農協

貯金から流出がある（「流出がめだつ」 「流

出が若干ある」）と回答した農協の割合は

21.0％であったので，「流入がある」という

回答割合が「流出がある」を大きく上回っ

た（第２表）。

　農協貯金への流入がある（「流入がめだ

つ」 「流入が若干ある」）と回答した農協

に，資金の流入元について質問したとこ

ろ，「郵便局」を挙げる割合が86.5％ともっ

とも高く，次いで「地銀」（33.0％），「第二

地銀」（18.9％）が多かった（第１図）。

　ちなみに，郵便局から流入があると回答

した農協数は161組合であり，これは，集計

対象（398組合）の40.5％を占める。この割

合は，前回の調査の33.8％から6.7ポイント

上昇し，平成７年の調査開始時からもっと

も高い水準となった。

　この調査結果は，流出入の状況について

示すものであり，具体的にどの程度の金額

が農協に流入し，貯金の増勢に影響を与え

たかについては明らかではない。量的な影
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２．農協貯金と他業態等との
　　間の資金流出入

（注）1.　「流出・流入の動きは同程度である」の選択肢は、12年11月調査より設定。
　　2.　各調査時点における直前半年間の動き。
　　3.　全国貯金残高前年同月比増減率は、残高試算表による。

（調査時点）

第2表　農協と他業態との資金流出入の動き
（単位　組合，％）

回答数

　
農協貯金
への流入
がめだつ

　
農協貯金
への流入
が若干あ
る　　　

　
流出・流入
の動きは　
同程度あ　
る　　　　

　
農協貯金
からの流
出が若干
ある　　

　
農協貯金
からの流
出がめだ
つ　　　

　
流出・流入
の動きは　
ほとんど　
ない　　　

〈参考〉
調査実施
月の全国
貯金残高
前年同月
比増減率

13年６月

12.11

12.６

11.６

９.６

８.６

７.10

（396）

（405）

（409）

（423）

（438）

（431）

（431）

10.1

3.2

4.2

1.9

0.2

0.0

0.0

37.4

35.3

32.3

14.7

8.4

0.7

5.1

20.7

23.0

　
　
　
　
　

16.7

19.5

31.5

45.9

52.7

46.4

45.7

4.3

7.9

7.8

13.9

17.8

46.2

18.6

10.9

11.1

24.2

23.6

20.8

6.7

30.4

2.8

2.1

2.1

1.5

0.8

△0.6

1.7



      

響を推測する一つの手段としては，農協貯

金の増加財源に関する調査結果を利用する

ことができる。

　動向調査では，12年度1年間の貯金増加額

の財源別の内訳を調査している。今回の調

査の結果をみると，12年度の貯金増加額の

財源として，もっとも大きな割合を占めた

のは，「他金融機関との預け替え」であり，

増加額の32.2％を占めた。次いで「土地代

金」（16.1％），「年金」（15.8％）

の占める割合が高かった。資金

流出入の調査結果とあわせる

と，郵便局を中心とする他金融

機関からの資金流入は，農協貯

金の増加に大きな影響を与えた

とみられる。

　

　

　

　

　取り扱い窓口の増加や，長引

く超低金利の影響で，金融機関

利用者の投信等の金融商品に対

する関心が高まっているといわれ

る。農協利用者のリスク商品の利用

状況について，農協ではどのように

みているのかを質問した。

　調査結果をみると，「利用してい

る人が多い」と回答した農協の割合

は0.8％に過ぎなかったが，71.5％

が「一部の人が利用している」と回

答し，「利用していない」と回答した

農協の割合は27.7％であった。

　こうした利用状況が５年後にはどのよう

に変化するかについては，「リスク商品の利

用が増える」と見込む農協の割合が65.6％

を占めた。「全く分からない」という回答は

30.5％を占め，「減る」と回答した農協の割

合は3.8％であった。全体としては，現在は

リスク商品を利用しているのは利用者の一

部だが，今後は利用が増えるとみている農

協が多い。
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３．農協利用者のリスク
　　商品の利用状況

第1図　農協貯金の流入元

(注) 1.　流入が多かった金融機関の第1位，第2位の合計。
　　2.　回答数186組合。
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第2図　リスク商品の利用が増える理由(複数回答)

(注) 　回答数226組合。

低金利で預貯金に魅力がないと思っている利
用者も多いから

銀行や農協による投信窓販等，リスク商品を
取り扱う金融機関が増えるから

新聞やテレビ等でリスク商品のことが取り上
げられ，利用者の関心も高まっているから

ペイオフで預貯金からリスク商品へのシフト
が発生すると思われるから

確定拠出型年金が導入されるから

農協にもリスク商品に関する問い合わせが寄
せられることが多くなったから
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その他
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　リスク商品の利用が増える理由として

は，「低金利で預貯金に魅力がないと思って

いる利用者も多いから」（88.5％），「銀行や

農協による投信窓販等，リスク商品を取り

扱う金融機関が増えるから」（61.9％），「新

聞やテレビ等でリスク商品のことが取り上

げられ，利用者の関心も高まっているか

ら」（61.5％）を挙げる割合が高い（第２図）。

　超低金利局面が長引くことによって，農

協利用者も貯金以外の金融商品に目を向け

る可能性があり，農協も含めた取り扱い窓

口の増加が利用者のリスク商品の利用を後

押しするとみている農協が多いことが分

かった。

　

　

　

　

　それでは，リスク商品や金融資産の運用

に関する，利用者からの農協への相談・問

い合わせの状況はどのようになっているの

だろうか。

　利用者からの問い合わせ内容

については，74.6％の農協が「農

協の貯金商品」，60.1％が「農協の

共済商品」を挙げた。以下，「金利

見通しや経済環境等」（36.9％），

「農協の貯金・共済以外の金融商

品」（27.2％）を挙げる割合が高

かった（第３図）。

　もともと利用者からの相談や

問い合わせが多いとみられる「農

協の貯金商品」「農協の共済商

品」以外の選択肢を選択した農協は242組合

であり，調査票に回答した398組合の60.8％

を占める。つまり調査に回答した農協のう

ち6割の農協では農協貯金・共済以外の金

融商品や資産運用に関する相談・問い合わ

せを利用者から受けていることになる。そ

して，こうした農協の6割以上が，相談・問

い合わせの件数は１年前と比べて増加した

と回答した。

　問い合わせのあった主な商品としては，

国債（84.1％），投資信託（52.2％），外貨預

貯金（37.0％）が挙げられ，それ以外の商品

（金融債，信託等）の選択割合は低かった。農

協では，国債の窓販については以前から

行っている組合が多いが，投信や外貨預貯

金はまだ取り扱っていないことが多く，取

り扱い状況の差が回答結果に反映されたと

みられる。問い合わせの内容は，金利水準・

利回り（84.1％）や商品の概要（68.1％），元

本リスク（45.7％），運用期間・満期（28.3

％），流動性（13.0％）であった。
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４．利用者からの金融資産の運用
　　に関する相談・問い合わせ

第3図　利用者からの金融資産の運用に関する相談・問い合わせ

(注)　回答数331組合。

農協の貯金商品

農協の共済商品

金利見通しや経済環境等

農協の貯金・共済以外の金融商品

金融資産の運用

他業態(銀行等)が取り扱う預貯金商品

適切な資産構成の組み方等, 運用全般
他の金融機関等が取り扱う預貯金以外の
商品
今後, 農協がどのような商品を取り扱うか

その他
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　農協貯金の伸び率は緩やかな上昇が続い

ているが，貸出金については伸び率が低迷

している。しかし貸出金の用途別の動向を

みると，自己住宅資金は堅調な増加が続い

ている。貸出金全体として残高が伸び悩む

なかで，自己住宅資金が増加している一つ

の要因としては，新規貸出とともに他業態

から農協へ借り換えが行われている可能性

が考えられるため，その状況について質問

した。

　まず，自己住宅資金の借入金利に対する

利用者の意識については，57.5％の農協が

「関心は高い」，40.2％が「やや関心あり」

と回答し，「関心はあまりない」の選択割合

は2.3％であった。また，５年前と比べて利

用者の借入金利に対する関心はどう変化し

たかについては，74.8％の農協が「関心が

高まった」と回答した。「変化していない」

の選択割合は22.1％，「関心が低下した」は

3.0％であった。これらの回答結果を総合す

ると，多くの農協で，利用者の自己住宅資

金借入金利に対する関心は，この５年間に

かなり高まったとみていることが分かる。

　それでは，具体的に，他業態から農協へ

の自己住宅資金の借り換えはどの程度行わ

れているのだろうか。過去１年間の自己住

宅資金の農協への借り換えについては，82.1

％の農協が「多少はある」，5.8％が「貸出

金の増勢に影響するほど多い」と回答した

（第４図）。借り換えがあると回答した農協

に，借り換えの元となった金融機関を質問

したところ，ほとんどの農協が住宅金融公

庫を選択した。次いで，地銀，信金の選択

割合が高かった。

　一般に，住宅金融公庫から民間金融機関

への住宅資金の借り換えは，平成７年ごろ

がピークであったといわれている。今回の

調査においても，27.4％の農協が借り替え
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５．自己住宅資金について利用
　　者の金利意識と借り換え

第4図　過去1年間の自己住宅資金の
農協への借り換え　

(注)　回答数396組合。

貸出金の増勢
に影響するほ
ど多い
(5.8％)全くない

(12.1)

多少は
ある
(82.1)

第5図　自己住宅資金の借り換えのピーク時期

(注)　回答数387組合。
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その他
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のピークとして，「平成10年より以前」を選

択した（第５図）。しかし，回答結果はかな

り分散しており，「今現在」と回答した農協

も13.7％を占めた。この回答結果からは，

ほとんどの農協では他業態からの自己住宅

資金の借り換えは既にピークを過ぎている

が，ピークの時期については，住宅金融公

庫から民間金融機関への借り換えのピーク

時期（平成７年）よりも遅かった農協も多い

といえよう。

　自己住宅資金の借り換えについては，28.6

％の農協が「力を入れており積極的に推進

している」，53.4％が「比較的積極的に対応

している」としている（第６図）。超低金利

局面が長引くなかで，利用者の自己住宅資

金の借入金利に対する関心が高まり，また

農協が比較的積極的に対応していることか

ら，ピークは過ぎたものの今現在もある程

度の借り換えが行われている様子がうかが

われる。

　

　

　

　最後に，今回の調査によって明らかに

なった点とそれが示唆するところについて

まとめておこう。

　動向調査では，過去数回にわたり農協貯

金と他業態等貯蓄商品との間の資金流出入

について調べてきたが，今回の調査では，

他業態等から農協貯金への流入があったと

回答する農協の割合がかつてない水準に高

まった。調査対象農協の４割は，郵便局か

ら資金流入があると回答しており，定額貯

金の満期金の流入が回答結果に反映された

ものとみられる。景気の低迷等により，農

家を中心とする家計所得が伸び悩み，農協

貯金の財源が細るなかで，こうした他業態

からの資金流入は貯金増加財源として大き

な比重を占めている。

　貸出金についても，自己住宅資金は，利

用者の借入金利への関心の高まりや農協の

積極的な取組み等により，住宅金融公庫

等，他の金融機関からの借り換えが行われ

ている。これらの調査結果からは，貯金，

貸出金において，他金融機関から農協への

資金の流れがみられ，それが農協の資金動

向に少なからぬ影響を与えていることがう

かがわれる。

　投資信託等のリスク商品については，７

割の農協は，現時点で利用しているのは農

協利用者の一部とみている。しかし，７割

の農協では，５年後には農協利用者のリス

ク商品の利用が増えると見込んでいる。そ
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６．まとめ
第6図　借り換えに対する農協の取組姿勢

(注)　回答数395組合。
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応はしない
(18.0)



      

の理由としては，低金利で預貯金の魅力が

低下していることや，投信等を取り扱う金

融機関が増加すること，利用者の関心の高

まり等が挙げられている。

　また，調査回答農協の約６割は，利用者

から農協貯金・共済以外の金融商品や，経

済見通し，金融資産の運用に関して利用者

からの相談や問い合わせを受けている。問

い合わせを受けた金融商品は，国債，投資

信託，外貨預貯金の順に多く，これら商品

の農協の取り扱い状況を反映しているとみ

ることもできる。上述のとおり，取り扱い

窓口の増加が農協利用者のリスク商品利用

の増加につながるとみる農協も多く，今後

の農協の取組姿勢が農協利用者の金融商品

利用状況を変えていく可能性があるともい

えよう。

（重頭ユカリ・しげとうゆかり）
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